












氏 名     島村 絵里子     
学 位 の 種 類      博士（文学） 
学 位 記 番 号      博 乙 第 ２９３２ 号 
学位授与年月日     令和元年９月２５日 
学位授与の要件     学位規則第４条第２項該当 
審 査 研 究 科      人文社会科学研究科 
学 位 論 文 題 目     B.ロナガンの倫理思想 
―意味と価値を求めて生きる人間主体の歴史への参与― 
 
主     査     筑波大学 教 授  博士（文学）  桑原 直巳 
副     査     筑波大学 教 授  文学博士    伊藤  益 
副     査     筑波大学 教 授  博士（文学）  井川 義次 
副     査     上智大学 教 授          瀬本 正之 
 
 
論 文 の 要 旨 
 本論文は、20 世紀カトリック世界における代表的哲学者・神学者であるバーナード・ロナガン（Bernard 






















attentive(注意深くあれ)”, “Be intelligent(知性的であれ)”, “Be reasonable(理性的であれ)”, “Be 



















































審 査 の 要 旨 
１ 批評 
バーナード・ロナガンは、20 世紀キリスト教世界における最も重要な思想家の一人であるにもかかわらず、
これまでその思想内容を詳細かつ包括的に分析した著作はなかった。ロナガン自身、倫理学を主題的にまとま
った形で扱った著作を残してはいない。そのため、ロナガンの倫理思想は主著をはじめとする多様な著作の中
で断片的に示された倫理学的言及から再構成するほかはない。こうした条件のもとでロナガンの倫理思想の解
明を試みた本論文の企図は、国際的に見ても新しい試みである。論文の意図は明確であり、記述も基本的な文
献をよくおさえて展開している。その綿密な分析と論理的な展開とは高く評価するに値する。 
ただし本研究には課題も残っている。ロナガン自身の認識論を踏まえつつ、その中から倫理思想につながる
要素を忠実に抽出しているように思われるが、思想史的文脈における批判的評価、すなわちロナガンの同時代
の倫理思想の動向との関連づけは今後の課題として残されている。また終章で、ロナガンが展開した「神学に
おける方法」を「倫理学における方法」へと組み替えることを試みているが、この点の考察には先行研究に依
拠している点が多く、先行研究を超えた独自の理解を展開することが今後の課題である。 
しかしながら、これらの課題は、ロナガンの倫理思想について可能な限り包括的かつ明瞭に探求を試みた本
論文のすぐれた学的成果としての価値を損なうものではない。ゆえに、本論文は博士学位請求論文として十分
な学術価値を有するものと認めることができる。 
２ 最終試験 
 令和元年７月２４日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本論文
について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。なお、学力の確認は、著者が「人文社
会科学研究科論文審査等実施細則」第 10 条（3）に該当することから免除し、審議の結果、審査委員全員一
致で合格と判定された。 
３ 結論 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（文学）の学位を受けるに十分な資格を有す
るものと認める。 
